
平成 30 年７月豪雨で橋が流出し、不通となっていた区間の復旧工事の完了を
受け、10 月 23 日、芸備線の全線が復旧しました。広島駅から備後庄原駅の
区間で特別列車が運行され、その到着にあわせ、市は備後庄原駅で全線復旧
を祝うセレモニーを行いました。（関連記事：16ページ）

待ち望んだ 芸備線 全線復旧

美しく輝く　里山共生都市

2019/November

No.176

SHOBARA the public information magazine

しょうばら
広報

11



　

●東城バレーボールクラブ

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

NPO 森のバイオマス研究会

　写真は、「第 31 回広島
県小学生総合体育大会北
部予選」で県大会の出場
認定証を勝ち取ったとき
のものです。最近では、
西城町で開催された「第
30 回近県小学生バレーボ
ール交歓大会」で、５年
生以下９人のメンバーで、
６年生を中心とした相手
チームと互角に戦い勝ち
進むなど、練習の成果を
見せてくれました。
　「あいさつをする」「上
級生は必ず下級生の面倒
を見る」などを基本方針とし、クラブ内で問題が起きたときにも、クラブ員・
保護者会・指導者が連携して解決することとしています。
　通常の練習以外に夏の合宿もあり、お楽しみ焼肉大会、クリスマス会など、
適宜レクリエーションも取り入れ、楽しく活動しています。

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

自然体験活動

問
い
合
わ
せ

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん
づ
く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
８ 市民活動団体登録をしませんか？

市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。

32

生
ま
れ
変
わ
っ
た
古
民
家　
　
　

「
長
者
屋
」

　
「
長
者
屋
」
は
、

江
戸
時
代
の
中
期
に

建
て
ら
れ
た
入
母
屋

造
り
の
農
家
で
、
牛

小
屋
と
人
の
暮
ら
す

家
の
屋
根
が
一
つ
に

つ
な
が
っ
た
造
り
を

残
す
、文
化
的
価
値
の
高
い
建
物
で
す
。

　

築
２
５
０
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
の

た
め
取
り
壊
し
も
検
討
さ
れ
た
そ
う
で

す
が
、
地
域
の
方
の
「『
長
者
屋
』
を

守
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
実
を
結
び
、

宿
泊
施
設
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ

れ
ま
し
た
。

　

週
末
は
満
室
と
な
る
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
平
日
を
狙
っ

て
宿
泊
し
ま
し
た
。

古
民
家
の
造
り
を
生
か
し
た　
　

お
し
ゃ
れ
空
間

　

室
内
に
入
る
と
、
ま
ず
そ
の
広
さ
に

驚
き
ま
す
。
そ
し
て
、
黒
を
基
調
と
し

た
和
モ
ダ
ン
風
の
お
し
ゃ
れ
な
空
間

は
、
ま
る
で
都
会
の
高
級
ホ
テ
ル
と
見

ま
が
う
よ
う
な
雰
囲
気
で
す
が
、
天
井

を
見
上
げ
る
と
竹
で
編
ま
れ
た
天
井
板

　

街
道
沿
線
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
す
る
「
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」。

　

前
号
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
、
古
民
家

「
長
者
屋
」
に
宿
泊
し
て
み
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

物語 第８話

が
見
え
、
こ
こ
は
古
民
家
だ
と
い
う
こ

と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
に
マ
ッ
チ
し
た

真
っ
黒
の
天
井
。
実
は
い
ろ
り
か
ら
長

年
上
が
っ
た
す
す
に
よ
る
も
の
で
、
あ

え
て
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
あ
り
ま

す
。
古
民
家
に
暮
ら
し
た
者
で
な
く
て

も
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
感
覚
を
覚
え
る

室
内
空
間
。
古
き
良
き
里
山
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
滞
在

時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る

　

四
季
折
々
で
姿
を
変
え
る
里
山
・
比

和
町
三
河
内
地
域
の
景
色
。か
つ
て
は
、

た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
名
残
と
も
い
え
る
鉄か

ん
な
ざ
ん
き
ゅ
う

穴
残
丘

を
生
か
し
た
棚
田
が
目
前
に
広
が
り
ま

す
。
宿
泊
し
た
時
期
は
ち
ょ
う
ど
稲
刈

り
前
。
た
わ
わ
に
実
る
稲
穂
が
夕
日
に

照
ら
さ
れ
て
黄
金
色
に
輝
く
そ
の
風
景

は
、
ま
さ
に
日
本
の
古
き
良
き
原
風

景
！　

時
が
経
つ
の
を
忘
れ
て
見
入
っ

て
し
ま
う
美
し
さ
で
し
た
。

　

改
修
に
よ
りW

i-fi

環
境
や
最
新
型

の
キ
ッ
チ
ン
、
こ
だ
わ
り
の
ベ
ッ
ド
や

お
風
呂
、
寒
さ
対
策
の
床
暖
房
な
ど
、

快
適
装
備
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。「
長

者
屋
」
で
、
ぜ
ひ
古
民
家
ス
テ
イ
を
楽

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　私たちは、森のバイオマスを利用した快適で環境にやさしい
暮らしができるよう活動をしています。備北公園管理センターと共催
で、毎月「森の楽

が っ こ う

校」を実施しています。森の恵みを味わいながら、
いこいの森の未開発エリアを整備・活用し、ツリーハウス、木の遊具、
ピザがま、畑、果樹園などを参加者の皆さんと作りました。これからも
さまざまな自然体験活動を行いながらエリアを広げ楽しんでいきます。
● 11・12 月の「森の楽校」　※ぜひご参加ください！
とき：① 11 月 17 日㈰ 10 時～ 16 時「自在鍵づくり」② 12 月 15 日
㈰ 10 時～ 16 時「命をいただく」　ところ：国営備北丘陵公園いこい
の森　南臨時駐車場　参加費：１人 300 円（昼食付き）（大人の年間
パスポート所持者・中学生以下）※年間パスポート未購入の大人は
500 円 + 入園料 + 駐車料が必要。　申し込み：備北公園管理センタ
ー ☎ 0824-72-7000 FAX0824-72-7828
問い合わせ　NPO 森のバイオマス研究会 ☎・FAX：0824-72-8278 
E-mail：info@asunaro-kobo.com
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ご
ショット
な みま

父母より：
姉妹なかよく、すくすく
育ってね！

稲い
な
が
き垣　

り
こ
ち
ゃ
ん
（
川
北
町
）

Ｈ
29
年
３
月
17
日
生
ま
れ

父母より：
姉妹なかよく、すくすく

育ってね！

稲い
な
が
き垣　

り
ん
ち
ゃ
ん
（
川
北
町
）

Ｈ
29
年
３
月
17
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

経
営
上
の
特
性

　

通
常
は
初
夏
か
ら
盛
夏
に
か
け
て
開

花
す
る
夏
の
代
表
的
な
花
の
一
つ
で
、

豊
富
な
花
色
の
品
種
が
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

球
根
単
価
は
比
較
的
安
価
で
、
他
の

球
根
類
に
比
べ
て
初
心
者
に
は
取
り
組

み
や
す
い
花
き
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

作
型

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
露
地
に
順

次
植
え
付
け
る
こ
と
で
、
７
～
８
月
に

開
花
し
ま
す
。

　

少
し
工
夫
を
し
て
、
球
根
を
冷
蔵
し

た
も
の
を
植
え
付
け
る
と
、
秋
に
開
花

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

栽
培
の
方
法

①
ポ
イ
ン
ト

　

ほ
場
は
日
当
た
り
が
良
く
、
排
水
の

良
い
所
を
選
び
ま
す
。
こ
の
花
は
連
作

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員
　
永な
が
お
く奥

　
　
啓
は
じ
め

を
嫌
う
た
め
、
新
作
地
を
選
び
ま
す
。

②
植
え
付
け

　

植
え
付
け
て
か
ら
開
花
ま
で
の
期
間

は
約
１
０
０
日
で
す
。
出
荷
の
予
定
か

ら
逆
算
し
て
順
次
植
え
付
け
ま
す
。
冷

蔵
し
た
球
根
を
遅
く
に
植
え
付
け
る

と
、
他
に
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
が
な
い
秋
に

出
荷
で
き
ま
す
。

　

植
え
付
け
の
間
隔
は
15
セ
ン
チ
程
度

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
ど
の
球
根
類
に
も
い
え
る
こ

と
で
す
が
、
深
め
に
植
え
付
け
る
こ
と

が
生
育
に
と
っ
て
大
切
で
す
。

③
肥
料

　

基
肥
と
し
て
、
１
ア
ー
ル
当
た
り
の

成
分
量
で
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
共

に
１
・
０
～
１
・
５
キ
ロ
施
用
し
ま
す
。

な
お
、
チ
ッ
ソ
肥
料
が
多
す
ぎ
る
と
、

茎
が
軟
弱
と
な
り
、
病
気
に
も
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

④
病
害
虫

▼
葉
や
茎
、
球
根
が
侵
さ
れ
る
首
ぐ
さ

れ
病
や
硬
化
病
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
球
根
で
伝
染
す
る
の
で
、

信
頼
の
お
け
る
と
こ
ろ
か
ら
球
根
を
購

入
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
ハ
ダ
ニ
類
。
梅
雨
明
け
後
、
高
温
乾

燥
で
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
殺
ダ
ニ

剤
で
発
生
初
期
か
ら
防
除
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
栽
培
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一般会計決算の状況について

各会計の平成30年度決算状況

　市は毎年「庄原市財政状況の公表に関する条例」に基づき、予算の
執行状況や決算、財政の健全度を示す基準について公表しています。
　今回は、平成 30 年度決算や健全化判断比率と令和元年度上半期の
予算の執行状況についてお知らせします。
　より詳しい内容は市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

　平成 30 年度決算では、７月豪雨災害の発生に伴い、被災箇所の応急復旧やその後の本格復旧工
事などに要する費用が多額で、災害復旧事業費は 16 億 7,237 万円と、前年度比 14 億 7,660 万円
の大幅な増額となりました。これらの経費については、国や県からの負担金・補助金が交付されますが、
残りの部分は、市債の発行や財政調整基金の取り崩しなどにより対応しました。
　令和元年度も、一刻も早く市民の皆さんが安全・安心な生活を取り戻すことができるよう、災害から
の復旧・復興を最優先に事業を実施しています。

会　　計　　名 歳入決算額
Ａ

歳出決算額
Ｂ

形式収支
Ｃ＝Ａ－Ｂ

繰越財源
Ｄ

実質収支
Ｅ＝Ｃ－Ｄ

一般会計 315億3,713万円 306億6,916万円 8億6,797万円 3億7,096万円 4億9,701万円
住宅資金特別会計 597万円 583万円 15万円 15万円
歯科診療所特別会計 2,524万円 2,522万円 3万円 3万円
休日診療センター特別会計 1,207万円 1,207万円 0万円 0万円
国民健康保険特別会計 42億4,706万円 41億3,434万円 1億1,272万円 1億1,272万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） 7,001万円 6,983万円 17万円 17万円
後期高齢者医療特別会計 6億6,473万円 6億6,330万円 143万円 143万円
介護保険特別会計 64億792万円 62億9,346万円 1億1,446万円 1億1,446万円
介護保険サービス事業特別会計 4,470万円 4,470万円 0万円 0万円
公共下水道事業特別会計 8億3,918万円 8億1,453万円 2,465万円 2,310万円 154万円
農業集落排水事業特別会計 3億8,415万円 3億8,328万円 87万円 7万円 80万円
浄化槽整備事業特別会計 2億886万円 2億803万円 83万円 83万円
工業団地造成事業特別会計 3,564万円 2,821万円 743万円 678万円 64万円
宅地造成事業特別会計 13万円 13万円 0万円 0万円

※一般会計の実質収支（黒字となったお金）のうち、２億 5,000 万円は財政調整基金（貯金）へ積み立て、残り２億 4,701 万円を令和元年度に繰り越しました。

会　　計　　名 収　　益 費　　用 特別利益 特別損失 当年度純利益

水道事業 11億4,634万円 10億2,401万円 0万円 0万円 1億2,233万円
病院事業 13億5,790万円 12億8,519万円 0万円 0万円 7,271万円

財政課財政係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1129

一般会計・特別会計

企業会計

平成 30 年度決算（一般会計）では、平成 30 年７月豪雨災害の発生に
伴う復旧・復興に要する経費が増加しています。

（平成31年１月１日現在の住民基本台帳人口35,556人）

普通交付税の縮減　　　　　　　　

　普通交付税は、平成 27 年度から段階的に縮減され、その４年次
目となる平成 30 年度は、前年度と比較して３億 5,492 万円の減額
となりました。一方で、特別交付税は、豪雨災害対応経費を対象と
した交付があり、２億 8,745 万円の増額となり、地方交付税全体で
は 6,746 万円の減額になりました。

災害復旧費負担金などの増

　平成 30 年７月豪雨での災害発生直後の応急復旧及びその後の本
格復旧工事などに多額の費用を要しており、その一部について、国
や県から負担金・補助金の交付があり、前年度比４億 2,129 万円の
増額となりました。
●公共災害復旧費負担金　　　２億 8,637 万円
●災害査定設計委託費補助金　１億 6,833 万円ほか

各種基金等からの繰入金の増　　　　　

　財政調整基金は、災害復旧経費の増加に対応するため、前年度比
３億 5,000 万円増額の８億円、減債基金は、市債の繰上償還の実施
に伴い２億 8,154 万円をそれぞれ取り崩したことなどにより、繰入
金は前年度比７億 7,918 万円の増額となりました。

歳入のポイント

合計
315億
3,713万円

（＋３億1,424万円）

一般会計歳入

 依存財源
 77.9％

 自主財源
 22.1％

地方交付税 
139億2,862万円 
(▲6,746万円)

使用料・手数料など 
10億1,388万円 
(▲8,666万円)

繰越金 
3億7,865万円 
(▲1,546万円)

市債 
43億1,742万円 
(▲6億2,158万円)

市税 
37億6,669万円 
(▲1億486万円)

国・県支出金 
50億1,816万円 
(+4億2,129万円)

繰入金 
18億312万円 
(+7億7,918万円)

地方譲与税・
各種交付金など 
13億1,058万円 
(+978万円)

災害復旧事業費の増

　平成 30 年豪雨災害に伴う災害復旧事業などにより、14 億
7,660万円の増額となりました。
　●公共災害復旧（道路・河川）　９億 4,584万円
　●農業用施設災害復旧（農道・水路）２億 9,099万円
　●単独公共災害復旧（土砂撤去など）２億 2,271万円ほか

施設整備完了や事業費調整による減

　健康増進施設（あけぼの荘）の整備完了により２億 5,315
万円の減額となるほか、災害復旧事業を最優先で実施するた
めの事業費調整を行ったことにより、道路新設改良事業（単独）
が２億 2,972 万円、災害防除事業が２億 605 万円減少するな
ど、前年度比８億 5,317 万円の減額となりました。

除雪経費の減や事業繰越による減

　積雪が少なかったため、除雪費用が１億 5,995 万円減少し
ました。
　また、豪雨災害により実施が困難となり、令和元年度に事
業繰越を行った地籍調査事業が 4,868 万円の減額となったこ
となどから、物件費全体で２億 2,881万円の減額となりました。

歳出のポイント一般会計歳出

人件費 
40億2,984万円 
(+8,443万円)

災害復旧事業費 
16億7,237万円 
(+14億7,660万円)

合計
306億
6,916万円
（＋1億492万円）

 その他経費 
 37.0%

 義務的経費 
 40.6%

扶助費 
36億4,936万円 
(▲1億7,743万円)

公債費 
47億5,740万円 
(+1,280万円)

物件費 
38億3,762万円 
(▲2億2,881万円)

補助費等 
39億5,580万円 
(▲7,834万円)

繰出金 
29億5,249万円 
(▲3,803万円)

積立金 
3億7,878万円 
(▲1,463万円)

 投資的経費
 22.4%

普通建設事業費 
52億199万円 
(▲8億5,317万円)

その他（貸付金など） 
2億3,350万円 
(▲7,849万円)

平成30年度

決算

市民一人当たりの決算額

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

災害復旧事業費

普通建設事業費

物 件 費

自治振興、超高速情報通信網の整備、
戸籍事務などに

総務費　11.3 万円（13％）市議会の運営、商工業・観光の振興、
消防・防災などに

その他　6.7 万円（8％）

平成 30 年７月豪雨災害の復旧・復興など
災害復旧費　4.6 万円（5％）

市債（市の借金）の元金と利子の支払
などに

公債費　13.6 万円（16％）

小・中学校の教育や施設整備、生涯学習、
体育施設の管理などに

教育費　5.3 万円（6％）

道路の整備、区画整理、公園や公営住
宅の管理などに

高齢者や障害者等の福祉や保育所運営
などに

民生費　20.8 万円（24％）

医療の充実、健康診査、ごみ処理、水
道事業などに

衛生費　8.7 万円（10％）

新規就農者の支援や森林の整備など農
林水産業の振興に

農林水産業費　7.4 万円（9％）

総 額
86.3 万円

土木費　7.8 万円（9％）

※（　）は総額に対する割合

※（　）は前年度比

※（　）は前年度比

※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません。
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区　　　分 予　算　額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
一　般　会　計 376 億 2,747 万円 138 億 6,156 万円 36.8% 118 億 8,104 万円 31.6%
特別会計　合計 132 億 6,680 万円 48 億 1,475 万円 36.3% 50 億 5,087 万円 38.1%
国民健康保険 40 億 5,294 万円 15 億 6,935 万円 38.7% 15 億 2,093 万円 37.5%
介護保険 63 億 245 万円 26 億 9,508 万円 42.8% 25 億 6,385 万円 40.7%
公共下水道事業 13 億 8,157 万円 1 億 8,529 万円 13.4% 4 億 225 万円 29.1%
その他 15 億 2,984 万円 3 億 6,503 万円 23.9% 5 億 6,385 万円 36.9%

水
道
事
業

収益的収支
収入 12 億 1,890 万円 4 億 8,772 万円 40.0%
支出 11 億 7,911 万円 4 億 7,527 万円 40.3%

資本的収支
収入 3 億 4,893 万円 192 万円 0.6%
支出 8 億 803 万円 2 億 8,109 万円 34.8%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13 億 6,777 万円 7 億 4,428 万円 54.4%
支出 13 億 6,777 万円 5 億 7,257 万円 41.9%

資本的収支
収入 1 億 374 万円 3,605 万円 34.7%
支出 1 億 3,280 万円 3,165 万円 23.8%

会　　計　　名 平成30年度末残高 前年度からの増減額
一般会計 387億2,131万円 ▲2億7,307万円
住宅資金特別会計 258万円 ▲185万円
公共下水道事業特別会計 48億8,372万円 ▲2億9,175万円
農業集落排水事業特別会計 27億9,570万円 ▲1億6,791万円
浄化槽整備事業特別会計 4億9,359万円 2,605万円
水道事業 38億8,182万円 ▲3億2,001万円
病院事業 3億2,441万円 ▲5,517万円
市債残高合計 511億313万円 ▲10億8,372万円

基　　金　　名 平成30年度末残高 前年度からの増減額
財政調整基金 43億7,578万円 ▲4億4,895万円
減債基金 73万円 ▲152万円
地域振興基金 32億7,206万円 ▲6,875万円
過疎地域自立促進基金 2億8,513万円 ▲4億6,390万円
国民健康保険財政調整基金 1億8,807万円 4,002万円
その他の基金 5億9,981万円 ▲737万円
基金残高合計 87億2,157万円 ▲9億5,047万円

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率
市　　税 37億7,102万円 22億5,267万円 59.7%
国民健康保険税 7億2,924万円 2億4,993万円 34.3%

　 市　　債 486億9,486万円
一般会計 367億4,000万円
特別会計 79億1,497万円
企業会計 40億3,989万円

市債残高状況

基金残高状況

●税の収入状況（一般会計・国民健康保険特別会計）

●一般会計・特別会計・公営企業会計の収支状況

●市債残高

　庄原市財政状況の公表に関する条例に基づき、令和元年度の４月１日から９月 30 日までの予算の執行
状況についてお知らせします。

健全化判断比率の推移
　計画的な市債発行による市債残高や償還額の減少など、これ
までの財政健全化の取り組みにより、実質公債費比率および将
来負担比率は改善傾向にあります。
　平成 30 年度決算では、実質公債費比率は前年度比 0.7％、
将来負担比率も前年度比 4.1％の健全化が図れました。
　今後も、計画的な市債発行などにより、財政の健全化を進め
ます。

平成30年度は、利率の高い市債を対象に繰上償還を行ったことなどから、市債残高
が減少しています。基金残高は、平成30年７月豪雨に係る復旧費用に充てるための
財政調整基金の取り崩しなどにより減少しています。

地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断する
ための「健全化判断比率」として実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率の４つの指標があります。庄原市の財政状況を４つの指標でみてみると…

市債・基金残高 健全化判断比率

公営企業の資金収支の累積不足額を表すもので、庄原市ではすべての公営企業
で該当ありませんでした。資金不足比率

※庄原市で対象となる公営企業は、水道事業、病院事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、  
　浄化槽整備事業、宅地造成事業、工業団地造成事業です。

該当なし資金不足比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

20％

120.7％ 350％

14.4％ 25％ 35％

該当なし 17.62％ 30％

該当なし 12.62％ 20％

将来負担比率
　地方公共団体の一般会計などの借入金や将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での残高を指標化し、
将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標です。庄原市は 120.7％と早期健全化基準内の指標となっています。

実質公債費比率
　借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標です。公債費負担適正化
計画に基づく計画的な市債の発行に努めることで、14.4％と早期健全化基準内の指標となっています。

連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての財政運営の悪化の度合いを示す指標です。庄原市は黒字のため該当ありませんでした。

実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度
合いを示す指標です。庄原市は黒字のため該当ありませんでした。

16.0

15.0

14.0

13.0
H28年度

実質公債費比率

117.7％
124.8％ 120.7％

14.4％

15.1％

15.7％

将来負担比率

H29年度 H30年度

200.0

180.0

160.0

140.0

120.0

100.0

実質公債費比率将来負担比率

早期健全化基準 財政再生基準

経営健全化基準

財政状況が良い 財政状況が悪い

※平成31年3月31日時点残高
（平成31年１月１日現在の住民基本台帳人口35,556人）
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H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24  H25  H26  H27  H28  H29  H30

511億313万円

市債残高の推移（全会計） 

平成30年度末における
市民一人当たりの市債残高

143.7万円

令和元年度上半期 予算の執行状況
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比
婆
庄
原
地
域
で
は
、和
牛
は
農
作
業
、た

た
ら
製
鉄
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、

古
来
よ
り
人
々
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。そ
の
和
牛
の
中
で
も
特
に
優
秀

な
も
の
を
選
抜
・
交
配
す
る
こ
と
で
、旧
比
和

村
（
現
在
の
比
和
町
）の
岩
倉
六
右
衛
門
が

1
8
4
3
年
に
「
岩
倉
蔓
」を
作
出
し
ま
し

た
。「
岩
倉
蔓
」は
最
古
の
蔓
牛
と
し
て
全
国
和

牛
登
録
協
会
か
ら
認
定
を
受
け
て
お
り
、岩

倉
六
右
衛
門
は
こ
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、農

商
務
大
臣
か
ら
追
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
岩
倉
蔓
」の
系
統
・
特
色
を
受
け
継

い
だ
和
牛
を
も
と
に
改
良
を
進
め
る
た
め
、

「
あ
づ
ま
蔓
牛
造
成
組
合
」が
設
立
（
昭
和
23

年
）さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、集
団
的
・
計
画
的

な
交
配
を
比
婆
庄
原
地
域
で
行
う
こ
と
で
固

有
の
系
統
で
あ
る「
あ
づ
ま
蔓
」が
造
成
さ
れ
、

「
第
21
深
川
」や
「
第
38
の
１
岩
田
」と
い
っ
た

優
秀
な
和
牛
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
の
和
牛
は
地
域
の
名
称
を
と

り
「
比
婆
牛
」と
し
て
名
を
と
ど
ろ
か
せ
、

全
国
で
和
牛
の
改
良
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
前
身
で
あ
る
全

国
和
牛
共
進
会
で
は
、第
１
回
（
昭
和
28
年
）

大
会
で
名
誉
総
裁
高
松
宮
杯
・
農
林
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
は
第
３

回
（
昭
和
52
年
）大
会
で
農
林
大
臣
賞
を
受

賞
し
、さ
ら
に
第
４
回
（
昭
和
57
年
）・
第
５

回
（
昭
和
62
年
）大
会
で
２
大
会
連
続
の
内

閣
総
理
大
臣
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。昭
和
63
年
に
は
農
林
水
産
祭
で
天
皇

杯
を
受
賞
し
、日
本
一
の
和
牛
産
地
と
し
て
名

声
を
博
し
た
な
ど
、「
比
婆
牛
」に
は
数
々
の
輝

か
し
い
実
績
が
あ
り
ま
す
。

「
比
婆
牛
」の
歴
史

「
比
婆
牛
」復
活
か
ら
の
経
過

「比婆牛」
の歴史と
復活からの経過

農業振興課畜産振興係　☎0824-73-1227

　平成 26 年７月に「比婆牛」が復活し、本年で５年が経過しました。これまで「比婆牛」は平成 28 年６月に特許
庁の地域団体商標を取得し、本年 9月には広島県内で初めて農林水産省の地理的表示保護制度（ＧＩ）へ登録さ
れるなど、「比婆牛」ブランドは着実に進展しています。今回は「比婆牛」の歴史と復活後の経過について説明します。

　
広
島
県
内
で
は
、平
成
25
年
11
月
に
広
島

県
が
「
広
島
血
統
和
牛
承
認
制
度
」を
制
定

す
る
な
ど
、広
島
の
和
牛
が
持
つ
伝
統
の
「
血

統
」に
着
目
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、前
述
の
と
お
り
広
島
血
統
和
牛

の
ル
ー
ツ
と
い
え
る
地
域
で
あ
り
、こ
う
し
た

県
内
の
取
り
組
み
と
連
動
し
、「
比
婆
牛
」の
ブ

ラ
ン
ド
復
活
に
よ
る
、新
た
な
視
点
で
の
和
牛

振
興
を
図
る
べ
く
、関
係
者
と
検
討
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
結
果
、平
成
26
年
７
月
、比
婆
牛
ブ

ラ
ン
ド
の
推
進
組
織
で
あ
る
「
あ
づ
ま
蔓づ

る

振

興
会
」を
設
立
し
、あ
わ
せ
て
「
比
婆
牛
」ブ
ラ

ン
ド
の
認
証
・
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
は
、庄
原
農
業
協
同
組
合
お
よ
び

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
広
島
県
本
部
と

「
比
婆
牛
」ブ
ラ
ン
ド
の
戦
略
的
な
販
売
・
情

報
発
信
の
振
興
に
向
け
た
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
以
降
、「
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
」を
主
体
に
、生

産
振
興
・
販
売
振
興
を
軸
と
し
、比
婆
牛
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
、平
成
26
年

11
月
に
庄
原
農
業
協
同
組
合
が
、特
許
庁
に

対
し「
比
婆
牛
」を
地
域
団
体
商
標
へ
出
願
し
、

平
成
28
年
６
月
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
28
年
３
月
に
は
あ
づ
ま
蔓
振

興
会
が
農
林
水
産
省
に
対
し
「
比
婆
牛
」を

地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）へ
申
請
し
、

本
年
９
月
に
登
録
を
受
け
、10
月
７
日
に
は

広
島
県
の
湯
﨑
英
彦
県
知
事
に
対
し
て
Ｇ
Ｉ

登
録
の
報
告
（
詳
細
は
裏
表
紙
記
載
）を
行
い

ま
し
た
。

　
　
上
述
し
た
よ
う
に
、「
比
婆
牛
」が
復
活

し
て
か
ら
、「
比
婆
牛
」ブ
ラ
ン
ド
は
着
実

に
進
展
し
て
い
ま
す
。今
後
も
関
係
機
関

と
協
力
し
、「
比
婆
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
振
興

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
「
比

婆
牛
」の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最古の4大蔓牛

▲比婆牛サーロインステーキ（200g ×５枚）
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広島県「基礎・基本」定着状況調査の結果

　　本年度実施した、全国学力・学習状況調査および広島県「基礎・基本」定着状況調査の結果は次のとおりでした。
　２つの学力調査の結果を受けて、庄原市の児童生徒の学力や学習の状況をお伝えします。

　文部科学省が行う、全国学力・学習状況調査が４月に実施され、小学６年生と中学３年生が参加しました。

　広島県教育委員会が行う、広島県「基礎・基本」定着状況調査における児童生徒質問紙調査が６月に実施され、
小学５年生と中学２年生が参加しました。なお、昨年度に続き、教科の調査は行われませんでした。

　表１のとおり、全国学力・学習状況調査では、すべての教科で
平均正答率が全国平均、県平均を上回っています。
　それぞれの教科に共通した課題として、与えられた資料を組み
合わせて表現する、事象について説明する、対話場面をもとに
して自分の考えを記述するといった表現する
力、とりわけ「書く力」に課題が見られました。
　各校では、児童生徒により一層の学力をつ
けるため、自分の考えを表現する「書く力」
の育成、生活場面などと関連を図った指導、
読解力の育成など、さらなる取り組みの充実
を行います。　※全国平均正答率以外は整数値で公表

※数値は、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と肯定的に回答している割合

〔小学６年生〕　　　　　　　　　　　　  　（％）

教科 庄原市 広島県 全国
国語 68 66 63.8
算数 69 68 66.6

〔中学３年生〕　　　　　　　　　　　　  　（％）

教科 庄原市 広島県 全国
国語 76 74 72.8
数学 61 60 59.8
英語 57 56 56.0

　図１のとおり、自分で勉強の計画を立てたり、授業の予習・復習をしている割合は、すべて県平均を大きく上回っ
ています。また、図２のとおり、家庭で１日１時間以上勉強する割合は、昨年度に比べて若干減少しています。
　図３のとおり、テレビやゲームの視聴時間は、小・中学生とも、昨年度に比べて増加しています。家庭においても、ルー
ルをつくるなどテレビやゲームの視聴時間が減少するような意識付けが必要です。
　図４のとおり、小・中学生とも、家庭での読書時間、本や資料などを利用して学習することについて、県平均を上回っ
ています。読書好きな児童生徒がさらに増えるよう、家庭においても一緒に読書をする取り組みなどが大切です。
　市教育委員会では、児童生徒の望ましい生活習慣の定着と学力の向上に向け、家庭・学校・地域が連携した取り
組みを進めていきます。

図１  家庭学習 図２  平日の家庭学習１時間以上の児童生徒の割合の推移

図４  読書活動図３  平日にテレビやゲームを、１日に３時間以上見ている児童生徒の割合の推移

　国税庁では、国民の皆さんに租税の意義
や役割、税務行政に対する知識と理解を深
めていただくために、毎年 11 月 11 日から
17 日を「税を考える週間」として、ホームペー
ジなどでさまざまな情報を提供しています。
　詳しくは国税庁ホームページをご覧くだ
さい。

税 を 考 え る 週 間

　固定資産税は、その年の１月１日時点で、固定資産（土地、
家屋、償却資産）を所有している方に課税されます。
　取り壊しや、り災などにより、家屋が無くなった場合や、
登記されていない建物の所有者が変わった場合には、12 月
27 日（金）までに「家屋異動申告書」を税務課または最寄
りの支所地域振興室・市民生活室に提出してください。申
告書は税務課および各支所に備え付けています。

　取り壊しなどにより無くなった家屋の固定資産税は、翌
年度から課税されません。ただし、土地に適用されている「住
宅用地に対する特例」が適用されなくなるため、税額が上
がる場合があります。
　「家屋を取り壊し・新増築した」「土地の利用状況が変
わった」など、現況に変更があった場合は、年内に届け
出をお願いします。

教育指導課指導係　☎0824-73-1184

学力調査結果について

全国学力・学習状況調査の結果

登記されていない
土地・家屋

登記されている
土地・家屋

令和元年12月27日
までに法務局へ登記
令和２年度課税から変更

令和２年１月６日以降に
法務局へ登記

令和３年度課税から変更

令和元年12月27日
までに市へ申告

令和２年度課税から変更

令和２年１月６日以降に
市へ申告

令和３年度課税から変更

問い合わせ　税務課資産税係　☎0824ｰ73ｰ1144

１月１日が基準日

テーマ 「くらしを支える税」

　税務署からのお知らせ

▶「税を考える週間」のイベントの開催について
　期間中には、ジョイフル２階で、「中学生の税のポスター」「中学生の
税の作文・習字」「小学生の税に関する絵はがきコンクール」「小・中学
生の税の標語」の作品展示を行いますので、ぜひご来場ください。
（その他作品展示会場は右欄をご覧ください。）

▶来署による相談の事前予約について
　税務署への来署による相談は、十分な相談時間をもって対応するた
め、事前に電話予約をお願いします。
　☎ 0824-72-1001（音声ガイダンスに従い、「２」を選択してください。）

　家屋の取り壊しや新増築、

　　　　　　　土地の地目変更の届け出を

表１ 各教科の平均正答率

税務課市民税係 ☎0824ｰ73ｰ1146

11月11日～17日までは
税を考える

週間です

作品展示

高野支所
11月 19 日～ 25 日
口和支所
11月 27 日～ 12 月３日
比和支所
12 月  5 日～ 10 日
東城支所
12 月 12 日～ 17 日
西城支所
12 月 19 日～ 25 日
総領保健福祉センター
12 月 27 日～１月９日
本庁舎市民ホール
 １月 11 日～ 17 日

国税庁 検 索で
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
の
防
災
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
が
、宝
く
じ
を
財
源

と
す
る
地
域
防
災
組
織
助

成
事
業
の
採
択
を
受
け
、

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
と
そ
の
健
全
な
発
展
を

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

竹森自主防災会 発電機　２台

　停電となった場合でも、エア
コンなどを稼動できるため、避
難場所の環境が向上し、避難者
の体調への不安が改善される。

1,200,000円
1,209,600円

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

図
る
こ
と
を
目
的
に
、一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行
う
事
業
で

す
。

　

令
和
元
年
度
は
１
件
が

採
択
さ
れ
、地
域
の
防
災

活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
の
近
く
で

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
れ
ば
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
で
す
！

ご相談ください

11月は
児童虐待防止月間です

11
月
12
日
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」期
間
で
す

令和元年度の標語　「189（いちはやく） ちいさな命に まったなし」

～オレンジリボンキャンペーン～

児童相談所
全国共通ダイヤル （いち・はや・く）☎１８９

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
当
た
り
ま
す
！

身
体
的
虐
待

暴
力
を
振
る
う
、や
け
ど
を
さ
せ
る
な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
振
る

う
、暴
言
を
は
く
な
ど　

性
的
虐
待

性
的
な
い
た
ず
ら
、性
的
関
係
の
強
要
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
、病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

問い合わせ　児童福祉課あんしん支援係 ☎ 0824-73-0051

相談機関名 電話番号 相談時間など

広島県北部こども家庭センター
（配偶者暴力相談支援センター） 0824-63-5181 月～金

10 時～ 17 時

庄原警察署 0824-72-0110 24 時間

庄原市役所
（専用ダイヤル） 0824-73-1243 月～金

９時～ 17 時

身
体
的
暴
力

た
た
く
・
殴
る
・
蹴
る
・
首
を
絞
め
る
・
物
を

投
げ
つ
け
る
（
ふ
り
を
す
る
）な
ど

精
神
的
暴
力

無
視
・
怒
鳴
る
・
暴
言
を
は
く
・
外
出
や
交
友

関
係
を
監
視
す
る
・
大
切
な
も
の
を
壊
す
な
ど

経
済
的
暴
力

生
活
費
を
入
れ
な
い
・
借
金
を
か
さ
ね
る
・

仕
事
を
し
な
い
・
仕
事
を
さ
せ
な
い
な
ど

性
的
暴
力

性
的
行
為
の
強
要
・
避
妊
に
協
力
し
な
い
・
無

理
や
り
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
や
雑
誌
を
見
せ
る
な
ど

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）や
恋

人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
を
い
い
ま
す
。Ｄ
Ｖ
は
、大
切
に
思
う
相
手

か
ら
安
全
で
あ
る
は
ず
の
日
常
の
中
で
与
え

ら
れ
る
恐
怖
心
や
緊
張
で
す
。こ
の
た
め
、身

体
的
影
響
（
け
が
な
ど
）に
と
ど
ま
ら
ず
、心

に
も
深
い
ダ
メ
ー
ジ
を
残
し
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
た
め

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

電話をかけると近くの児童相談所につながります。匿名での連絡が可能です。

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

年
末
に
向
け
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
の
強
化

　

県
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、
昨
年

に
比
べ
て
発
生
件
数
、
負
傷
者
数
お
よ
び

死
者
数
と
も
に
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
下
半
期
に
入
っ
て
、
死
者
数
は
７
月

に
４
人
、
８
月
に
６
人
、
９
月
に
９
人
と

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
年
末
に

か
け
て
、
薄
暮
時
間
帯
お
よ
び
夜
間
に
お

け
る
交
通
事
故
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
な
ど
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

広
島
県
警
察
は
、
年
末
に
向
け
て
「
死

亡
事
故
ゼ
ロ
ゼ
ロ
（
令
和
）
フ
ァ
イ
ナ
ル

75
日
作
戦
～
２
０
２
０
年
に
つ
な
げ
よ

う
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
交
通
事

故
抑
止
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
庄
原
警
察

署
で
も
▼
横
断
歩
行
者
妨
害
▼
速
度
違
反

▼
飲
酒
運
転
―
な
ど
に
対
す
る
交
通
指
導

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

【
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
】

　

横
断
歩
道
は
、
歩
行
者

が
安
全
に
道
路
を
横
断
す

る
た
め
の
場
所
で
す
。

　

横
断
歩
道
の
前
で
一
時

停
止
し
な
か
っ
た
り
、
横

断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者

の
通
行
を
妨
げ
た
り
し
た
場
合
は
、
罰
則

や
違
反
点
数
な
ど
の
対
象
で
す
。

　

車
両
と
歩
行
者
が
衝
突
す
る
と
、
け
が

の
大
き
い
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
ゆ
っ
く
り
と
安
全
運
転
を
】

　

事
故
直
前
の
車
両
の
速
度
が
高
い
場
合

や
、
規
制
速
度
か
ら
の
速
度
超
過
の
程
度

が
大
き
い
場
合
に
は
、
死
亡
事
故
や
重
傷

事
故
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

道
路
の
状
況
や
速
度
の
規
制
を
よ
く
確

認
し
、
ゆ
っ
く
り
、
安
全
に
走
行
し
て
く

だ
さ
い
。

【
飲
酒
運
転
の
根
絶
】

　

飲
酒
運
転
は
、
死

亡
事
故
や
ひ
き
逃
げ

事
故
と
い
っ
た
悲
惨

な
交
通
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
な
行
為
で

あ
る
と
と
も
に
、
逮

捕
や
、
多
額
の
罰
金

の
支
払
い
、
交
通
事
故
相
手
方
へ
の
補
償

な
ど
、
運
転
者
自
身
や
家
族
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
る
行
為
で
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
被
害

者
を
出
さ
な

い
た
め
に
、

「
飲
酒
運
転

は
絶
対
に
し

な
い
！　

さ

せ
な
い
！
」

を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

し
つ
け
の
つ
も
り
が
虐
待
に
な
る
こ
と
も

　

子
育
て
に
お
い
て
「
し
つ
け
」と
称
し
て
、

た
た
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、子

ど
も
の
心
の
成
長
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
た
た
く

　

体
罰
を
正
当
化
す
る
と
、歯
止
め
が
利

か
な
く
な
り
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

▼
他
の
子
ど
も
と
比
べ
て
責
め
る
・
怒
鳴
る

　

言
葉
で
の
脅
し
は
、言
葉
の
暴
力
で
す
。

恐
怖
感
を
植
え
付
け
、同
時
に
子
ど
も
の

自
尊
心
を
奪
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
年
齢
不
適
応
な
早
期
教
育
を
強
要
す
る

　

発
達
を
無
視
し
た
無
理
な
要
求
は
、子

ど
も
の
成
長
や
発
達
に
と
っ
て
好
ま
し
く

な
い
養
育
態
度
で
す
。

　

子
ど
も
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
も
の
で

す
。子
育
て
に
つ
い
て
、不
安
や
悩
み
は
誰
も

が
抱
え
て
い
ま
す
。子
育
て
に
し
ん
ど
さ
を

感
じ
た
ら
、一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
子
育
て
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
☆

●
ま
わ
り
の
人
に
頼
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
家
事
を
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
で
！

●
悩
み
を
話
せ
る
仲
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
！

●
時
に
は
子
ど
も
と
離
れ
る
時
間
を
つ
く

り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
相
談
（
児
童
福
祉
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１
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子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

　

今
回
で
19
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図

り
、地
域
ぐ
る
み
で
世
代
を
超
え
て
子
ど

も
を
守
り
育
て
る
風
土
を
作
る
こ
と
を
め

ざ
し
、子
ど
も
た
ち
が
あ
そ
び
や
体
験
を
と

お
し
て
、体
を
動
か
す
楽
し
さ
や
体
験
す
る

喜
び
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
　

母子保健母子保健母子保健
コーナー

国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア

里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら
り
で
開
催
し
ま
し
た
！

第
19
回
こ
ど
も
ま
つ
り
（
10
月
14
日
）

庄
原
市
西
城
温
水
プ
ー
ル 

水
夢

休
場
期
間
を
変
更
し
ま
す

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

西
城
教
育
室　

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
２
１

西
城
温
水
プ
ー
ル 

水
夢　

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
４
４
６

　

市
は
、
妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健

康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
は

む
し
歯
や
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
の
口
の

健
康
は
、
子
ど
も
に
影
響
し
ま
す
。
妊

婦
健
診
と
同
じ
よ
う
に
、
妊
婦
歯
科
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
子
ど
も
へ
の
影
響
】

●
妊
婦
が
重
い
歯
周
病
の
場
合
、
健
康

な
方
に
比
べ
「
早
産
・
低
出
生
体
重
児

出
産
の
リ
ス
ク
が
高
い
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
産
後
で
も
、
口
の
中
に
む
し
歯
菌
が

た
く
さ
ん
い
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に

感
染
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！【

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
の
受
け
方
】

▼
市
内
の
歯
科
医
院
へ
あ
ら
か
じ
め
予

約
し
ま
し
ょ
う
。

▼
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
し

た
「
母
子
健
康
手
帳
別
冊
」
に
あ
る
『
妊

婦
歯
科
健
康
診
査
受
診
票
』（
紫
色
）

と
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▼
妊
娠
中
で
、
体
調
が
安
定
し
て
い
る

と
き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
妊
娠
５

～
７
カ
月
ご
ろ
が
お
す
す
め
で
す
。
産

後
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

▼
健
診
に
は
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

出
産
後
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
優

先
と
な
り
、
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に

な
り
が
ち
で
す
。
妊
娠
中
に
歯
科
健
康

診
査
を
受
け
て
、
治
療
の
必
要
が
あ
れ

ば
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

吹
奏
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
他
、消
防
車
や
救
急
車
、パ
ト

カ
ー
な
ど
へ
の
乗
車
体
験
、乗
馬
、も
の
づ

く
り
体
験
や
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。来
場
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、青
空
の
下
広
い
芝
生
広
場

を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
り
、思
い
っ
き

り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
変
更
前
）11
月
１
日
～
翌
年
１
月
末
日

※
プ
ー
ル
以
外
の
施
設
は
12
月
１
日
以
降
も
利
用
で
き
ま
す
。

（
変
更
後
）12
月
１
日
～
翌
年
２
月
末
日

⇒

【
お
知
ら
せ
】問

い
合
わ
せ

h
e

a
lt

h
y

 c
o

lu
m

n

健康広場

●原因

　私たちの血糖値は、膵臓のβ細胞から分泌される
インスリンによって調整されています。日本人はも
ともと欧米人と比較して、インスリン分泌が約２分
の１に低下している体質です。それにもかかわらず、
欧米型生活習慣が普及してきたことによって、肥満
や脂肪摂取量が増加し、インスリン効果が低下した
り、インスリン分泌が不全となったりすることで糖
尿病を発症します。
●身体上のリスク（危険性）因子

　ＢＭＩ※１値が約２～３上昇すると、糖尿病の発
症率は２倍高くなります。さらに、メタボリックシ
ンドロームといって、過剰な内臓脂肪の蓄積に、高
血糖、脂質代謝異常、血圧上昇などの動脈硬化性疾
患が組み合わさった状態では、糖尿病の発症率は３
～６倍高くなります。
　また、糖尿病発症までの経過として、HbA1c※２

値が発症 10 年前から基準値の 5.6％を超えた状態
で続いた後、発症１年前に急上昇し、糖尿病に至る
ことが分かっています。
　そのため、日々、家庭でも簡単に測定できるＢ
ＭＩ値を 23 程度以下に維持し、健診を定期的に受
け、かかりつけ医に相談するなどにより、HbA1c
値を 5.6％以下にすることが大切です。

●発症予防の重要性

　糖尿病になってしまうと、最初のうちは食事療法
や運動療法での血糖コントロールができていても、
長くなるにつれて、薬物療法、さらにはインスリン
注射などが必要となってくることが多くあります。
これは徐々にインスリン分泌が低下していくためと
考えられるようになってきています。
●発症予防のための参考項目

《身体活動》
　日常生活における身体活動の消費エネルギーが週
２千キロカロリー（ウオーキングなら週 8.5 時間程
度）増えるごとに発症率が 24％低下するといわれ
ています。また反対に、テレビ
を見るなど１日２時間程度動か
なければ発症率が 14％高くなり
ます。そのため、日常生活にウ
オーキングなどを取り入れ、活
動量を増やすことは糖尿病予防
につながります。

《食事》
　食事では高脂肪食、特に飽和脂肪酸（肉の脂身
など）が糖尿病の発症率を高めます。逆に低脂肪、
高繊維食は発症を抑制します。また、間食は 1日
２００キロカロリー（せんべい３～４枚またはショ
ートケーキ２分の１個など）までが目安となってい
ます。

《飲酒・喫煙》　
　飲酒の適量は１日当たりビールなら中瓶１本ま
で、日本酒なら１合まで、
焼酎なら 0.6 合までのいず
れか１種類だけです。喫煙
は糖尿病の発症率を高くす
るため、禁煙が望ましいで
す。

保健医療課健康推進係
☎０８２４ー７３ー１２５５

糖尿病予防
について

庄原市医師会　常任理事

三上 昌之 

　※ 1 ＢＭＩ：肥満度を表す指標として国際的に用いられている体格指数
　　 　　　　ＢＭＩ＝体重 kg ÷身長ｍ÷身長ｍ（正常値は 18.5 以上 25 未満）
　※ 2 HbA1c：血糖値の過去１～２カ月の平均を示す値。基準値は 5.6％未満【厚生労働省】　

糖尿病の現状

　糖尿病は世界的に急増し、その予防が課題と
なっています。糖尿病が進行すると、数年程度で
合併症（網膜症・腎症・神経障害）が現れます。
　また、最近では新たに、骨粗しょう症、がん
（大腸・肝臓・膵臓・乳・子宮内膜・膀胱）、認知症、
歯周病との関係が問題となっています。
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９
月
19
日
、
市
役
所
東
城

支
所
で
「
庄
原
市
東
城
人
権

講
演
会
」
を
開
催
し
、
市
民

や
医
療
・
介
護
な
ど
の
専
門

職
員
、
約
１
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
認
知
症
ケ
ア
の

第
一
人
者
で
、
介
護
福
祉
士

の
和わ

だ田
行ゆ

き
お男
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
認
知
症
に
関
わ
る

す
べ
て
の
方
へ
」
と
題
し
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
は
認
知
症
ケ
ア

の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の

支
援
に
つ
い
て
、
自
身
の
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
話
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
「
認
知
症

に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ

た
」「
専
門
職
員
と
し
て
、

認
知
症
ケ
ア
に
こ
れ
か
ら
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

講演をする和田さん

認知症へ関わるすべての方へ
庄原市東城人権講演会

東城支所

開会式の様子

記念品を受け取った榎本さん（左）

　

10
月
10
日
、11
日
に
、首
都

圏
の
企
業
の
方
を
招
き
、サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致

す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と

は
、通
信
回
線
を
活
用
す
る

こ
と
で
、本
社
と
同
等
の
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、

遠
隔
地
に
設
置
さ
れ
る
オ

フ
ィ
ス
の
こ
と
で
す
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、東
京
都
に

本
社
を
有
す
る
企
業
か
ら
、

４
社
５
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。県
立
広
島
大
学
庄
原

キ
ャ
ン
パ
ス
や
、東
城
町
内

の
視
察
、お
試
し
オ
フ
ィ
ス

「
お
い
で
ん
彩
」で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
庄
原
市
の
魅

力
が
感
じ
ら
れ
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
庄

原
市
比
和
温
泉
施
設
あ
け
ぼ
の
荘

の
入
浴
者
が
１
万
人
に
達
し
ま
し

た
。

　

10
月
14
日
、１
万
人
達
成
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、奈
良
県
香
芝

市
か
ら
訪
れ
た
榎え

の
も
と本
武た

け
し史
さ
ん
に
、

記
念
品
と
し
て
「
木
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
温
泉
」に
ち
な
ん
だ
比
和

い
ざ
な
み
工
房
の
木
の
器
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

榎
本
さ
ん
は
、連
休
を
利
用
し

中
国
山
地
の
登
山
に
訪
れ
、吾
妻

山
と
比
婆
山
に
登
山
し
た
後
あ
け

ぼ
の
荘
に
立
ち
寄
っ
た
そ
う
で
す
。

　

記
念
品
を
受
け
取
っ
た
榎
本
さ

ん
は
、「
新
し
く
て
き
れ
い
な
建
物

で
す
ね
。入
浴
す
る
の
が
楽
し
み
で

す
」と
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が

ら
浴
室
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
け
ぼ
の
荘
の
温
泉
は
、神
経
痛

や
筋
肉
痛
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、登
山
の
後
の
入
浴
に

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

首都圏企業にオフィス誘致を呼び掛け
お試しオフィス・モニターツアー

商工
林業課

あけぼの荘　入浴者１万人達成
１万人達成セレモニー

比和支所

　

10
月
６
日
、
縁
結
び
イ
ベ
ン
ト
「
り

ん
ご
狩
り
で
縁
結
び
」
を
開
催
し
、
男

女
計
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
い
ち
早
く
会
場
入
り
し

た
、
市
内
在
住
の
男
性
参
加
者
が
事

前
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
、
女
性
参
加
者

を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
広
島
市
内
か
ら
の
貸
し
切
り

バ
ス
で
到
着
し
た
女
性
参
加
者
と
道

の
駅
た
か
の
で
合
流
し
ま
し
た
。

　

上
高
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
会
場

を
移
し
、
ま
ず
は
一
対
一
の
自
己
紹
介

タ
イ
ム
。
参
加
者
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

カ
ー
ド
を
交
換
し
て
、
第
一
印
象
を

確
認
し
合
い
ま
し
た
。
道
の
駅
た
か

の
の
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
と
、
農
家
キ
ッ

チ
ン
と
ま
り
の
大
皿
サ
ラ
ダ
で
空
腹

を
満
た
す
と
、
高
原
風
景
や
り
ん
ご

園
に
心
を
躍
ら
せ
な
が
ら
青
才
り
ん

高野地域を舞台に男女40人が婚活
しょうばら縁結び事業

自治
定住課

ご
園
へ
移
動
し
ま
し
た
。
焼
き
り
ん
ご

作
り
体
験
を
楽
し
ん
だ
後
、
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
り
ん
ご
狩
り
を
開
始
。
７
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
り
ん
ご
狩
り

を
満
喫
し
ま
し
た
。園
内
に
隠
さ
れ
た
、

絵
が
描
か
れ
た
り
ん
ご
を
発
見
し
た
グ

ル
ー
プ
は
、
特
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
狩
り
を
は
じ
め
と
す
る
共
同

作
業
が
参
加
者
同
士
の
距
離
を
縮
め
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
６
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
後
、
参
加

者
同
士
の
恋
愛
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
事
業
で
は
、
結

婚
後
庄
原
市
に
住
む
意
思
を
持
つ
独
身

者
を
対
象
に
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
、
相
手
の
個
別
紹
介
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
し
ょ
う
ば
ら

縁
結
び
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

shobara-enm
usubi.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
で
り
ん
ご
狩
り
を
楽
し
む
男
女

　

10
月
23
日
、備
後
庄
原
駅
で
「
芸
備

線
全
線
運
転
再
開
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
広
島
駅
を
出
発
し
た
特
別
列

車
「
○ま

る
ま
る○
の
は
な
し
」が
備
後
庄
原
駅

ま
で
運
行
さ
れ
、多
く
の
市
民
や
鉄
道

フ
ァ
ン
が
出
迎
え
ま
し
た
。こ
の
特
別

列
車
に
は
沿
線
４
市
の
各
市
長
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
過
去
に
通
行
票
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
も
の
）を
順
に
手
渡
し
な
が

ら
乗
車
し
、備
後
庄
原
駅
で
は
、到
着
し

た
木
山
耕
三
市
長
が
Ｊ
Ｒ
広
島
支
社

北き
た
の野
眞ま

こ
と

支
社
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。ま

た
、庄
原
保
育
所
園
児
の
合
唱
も
行
わ

れ
、約
５
０
０
人
の
参
加
者
が
運
転
再

開
を
祝
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
芸
備
線
は
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
移
動
手
段
」「
一
過
性
の

盛
り
上
が
り
で
は
な
く
日
々
の
生
活
で

芸
備
線
を
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

芸備線沿線で喜びの声
芸備線全線運転再開

市民
生活課

大舞台での活躍に期待
全国大会等出場者壮行式

生涯
学習課

　

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行

式
が
9
月
30
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行

わ
れ
、多
く
の
関
係
者
や
家
族
の
方
が
、

出
場
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
と
宇

江
田
豊
彦
市
議
会
議
長
が
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
牧
原
明
人
教
育
長
よ
り

出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会
へ
出
場
す
る
桑く

わ
ば
ら原

光ひ
か
りさ
ん
が
決
意
表
明
を
述
べ
、
大
会
で

の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

出席者で記念撮影　

出
場
者
（
敬
称
略
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

11
月
８
日
～
10
日
・
山
口
県
山
口
市

●
卓
球
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）

桑
原　
　

光
（
庄
原
中
２
年
）

全
日
本
杖
道
大
会

10
月
13
日
・
神
奈
川
県
横
須
賀
市

●
杖
道

河
原　
　

渚
（
庄
原
中
２
年
）

河
原
里
香
子
（
板
橋
町
）

小
林　

利
吉
（
西
本
町
）

国
民
体
育
大
会

９
月
28
日
～
30
日
・
茨
城
県
牛
久
市

●
空
手　

少
年
男
子
（
個
人
組
手
、
組

手
団
体
戦
）

新
井　
　

蓮
（
呉
港
高
３
年
）

９
月
28
日
～
10
月
１
日
・
茨
城
県
水
戸
市

●
レ
ス
リ
ン
グ 

成
年
男
子 

フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
１
２
５
ｋ
ｇ
級

山
中　
　

彬
（
中
央
大
３
年
）

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

12
月
７
日
・
群
馬
県
高
崎
市

●
空
手
（
団
体
戦
、
個
人
戦
）

新
井　
　

蓮
（
呉
港
高
３
年
）

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

10
月
18
日
～
20
日
・
大
分
県
竹
田
市

●
バ
リ
ト
ン
独
唱

切
田　

光
星
（
三
次
高
３
年
）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月
12
日
～
14
日
・
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

●
陸
上
競
技
（
立
幅
跳
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
）

永
谷　

拓
海
（
庄
原
特
別
支
援
学
校
高

等
部
３
年
）

10
月
12
日
～
14
日
・
茨
城
県
水
戸
市

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

森
信　

正
彦
（
川
手
町
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

11
月
９
日
～
11
日
・
和
歌
山
県
西
牟
婁

郡
白
浜
町

●
剣
道

田
淵　

秀
彦
（
西
城
町
）

全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

11
月
22
日
～
24
日
・
広
島
県
広
島
市

●
卓
球

豊
田　
　

都
（
高
町
）

木山市長から北野支社長へタブレットが手渡された

ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
描
か
れ
た
り
ん
ご
を
発
見

プライバシー保護のため写真を加工しています。
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安全運転の大切さを体験

地域住民でにぎわう 地域の課題について考える まるごと里山を楽しもう！！

　交通安全テント村・9/24

　第 37 回ふれあい東城まつり・10/19-20 　里山ココロザシ・カフェ・10/5 　総領おいでん祭・10/13

「秋の全国交通安全運動 交通安全テント村」が高野
保健福祉センター前で開催されました。このイベント
は庄原地区交通安全協会高野分会の主催で、交通安全
運動を周知し、交通安全意識の高揚を図るために毎年
開催されています。

当日は小中学生の交通安全標語優秀作品表彰や、自
動ブレーキなどの先進安全装置を搭載したサポート
カーの試乗体験、交通安全体験車「セーフティープラ
ザヒコア」での運転操作検査などの体験が行われまし
た。運転操作検査を受けた参加者は、「自分の弱点を
知ることができた。これから安全運転に生かしていき
たい」と話していました。

「第 37 回ふれあい東城まつり」が東城小学校グラ
ウンドをメイン会場に開催されました。

本年は庄原「みのりの祭典‘21」も同時開催され、
比婆牛や庄原ブランド米などの食材が楽しめるバザー
が充実し、約 9,000 人の来場者でにぎわいました。

ステージでは東城町内の保育園児の発表や、新
に い ぬ ま

沼
謙
け ん じ

治さんの歌謡ショーなど盛りだくさんの内容でし
た。また、会場には健康チェックなどができる「健康
ひろば」や、けん玉体験コーナーが開設され、来場者
は思い思いの場所で楽しみました。

19 日には、東城文化ホールで「ふれあいステージ」
が開催され、地域の方が芸能・文化などの練習の成果
を発表しました。

広島県が主催する「里山ココロザシ・カフェ」が川
北町の「暮らし宿 お古」で開催され、市内外から約30
人が参加しました。

このイベントは県内の中山間地域を会場に開催され
ており、今回は「子どもと暮らす 丁寧に暮らす」をテー
マに、市内在住で「暮らし宿 お古」店主の菱

ひ し

千
ち ひ ろ

尋さん、
同じく市内在住の上

う え だ

田千
ち え

絵さん、広島市在住の今
い ま だ

田 新
あらた

さんの３人が、湯﨑英彦知事と田舎暮らしの良さや子
育てについて対談しました。

その後、参加者も含めたグループに分かれてテーブ
ルトークを行い、中山間地域での子育てや暮らしにつ
いて活発に意見を交わしていました。

総領町最大のイベント「総領おいでん祭2019」が
市役所総領支所裏芝生広場で開催され、県内外から約
3,000 人が来場しました。
「まるごと里山を楽しもう！！」をテーマに特産品な

どのバザーのほか、特設ステージでは太鼓や手品、ダン
ス、バンドなどのパフォーマンスが披露され、見どころ
満載の会場は大勢の来場者でにぎわいました。また、Ｎ
ＨＫ紅白歌合戦にも出場した角

か ど か わ

川博
ひろし

さんの歌謡ショー
では、軽快なトークと美声で大いに盛り上がりました。

台風の接近で開催が心配されましたが、当日は晴れ
間も見え、来場者は「気持ちの良い秋の空気を感じな
がら、食べ物もステージも満喫できた」と話していまし
た。

練習の成果を競い合う

ニュースポーツで地域が家族に豪雨災害の被害軽減に貢献 伝統の一戦！

　水夢フェスティバル 10/6

　バッゴーで交流・10/2　庄原市消防団　内閣総理大臣表彰受賞 　第 60 回口和新人戦・10/6

　庄原市社会福祉協議会共同作業所ゆめのいえと、庄
原市身体障害者連合会比和支部が主催する、バッゴー
を通じた交流会が比和保育所で開催されました。
　バッゴーとは、離れた場所にあるボードの穴に、正
方形でお手玉に似たビーンバックを投げて、得点を競
うニュースポーツです。激しい動きが少なくルールも
簡単で、子どもから高齢者まで、誰もが一緒に楽しむ
ことができるため、バッゴーを通じて比和地域が「ま
るごと家族」になるようにと企画されました。
　参加者は和気あいあいとした雰囲気の中、チームご
とに分かれて競技を楽しんでいました。

　第 16 回目となる「水夢フェスティバル」が、庄原
市西城温水プール「水夢」で開催され、県内各地から
350 人以上が来場し、幼児から大人まで 80 人の選手
が参加しました。
　大会ではさまざまな種目でレースが行われました。
幼児・ビート板レースでは保護者に見守られながら泳
ぐ子どもたちの一生懸命な姿に大きな歓声が上がり、
小学生以上の種目では緊張しながらも、練習の成果を
競い合いました。
　最後のメドレーリレーでは一際大きな声援が選手へ
送られ、全力を出し切った選手の笑顔が輝いていまし
た。大会終了後はお楽しみ抽選会が行われ、来場者は
競技の外でも盛り上がり、イベントを楽しみました。

　庄原市消防団が災害時における防災活動に功績の
あった団体として、令和元年防災功労者内閣総理大臣
表彰を受賞し、10 月４日、槇

ま き は ら

原靖
や す ひ ろ

弘団長が木山耕三
市長に受賞を報告しました。
　同消防団は、平成 30 年７月豪雨災害の際、市内で
の水防活動や避難誘導のほか、安芸郡坂町への災害支
援活動など、住民の生命・財産の保持に貢献し、その
功績が認められ表彰を受けました。
　槇原団長は「団員が一丸となって活動に当たったこ
とが今回の表彰につながった。この表彰を全団員の励
みにし、よりいっそう研さんを積んでまいりたい」と
話しました。

口和中学校体育後援会が主催する、「第60 回口和新
人戦」が口和中学校で開催され、庄原、三次市内の中学
生が参加しました。

一つの中学校体育後援会が主催する体育大会は、全
国的にも珍しく、昭和35 年に開催された「第１回中学
校対抗新人野球大会」から続いています。第１回は野球
のみでしたが、現在は野球、ソフトテニス、柔道の３種
目が行われています。

参加者はそれぞれの種目で熱い戦いを繰り広げまし
た。３年生が部活動を引退し、今後は２年生が中心と
なって、新たにチームをつくっていくことへの期待と
やる気が感じられる大会となりました。

▲「セーフティープラザヒコア」での体験

▲ゴールを目指してタイムを競う▲湯﨑知事・木山市長をはじめ多数の参加者が意見交換を行った ▲総領スカパラオーケストラによるバンド演奏

№5

№4

№6 №2

№3

№1

▲バッゴーを楽しむ参加者たち ▲全力で戦う生徒たち▲木山市長（右）に受賞を報告する槇原団長（左）

▲会場内には土俵もつくられちびっこ相撲が開催された

№7№8



お知らせInformation

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 12月２日㈪・16日㈪
９時～17時 保健医療課健康推進係 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

※手続きには約30分を要します。

育児相談 12月10日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 12月19日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 12月12日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 12月３日㈫・17日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 12月12日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 12月５日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 12月５日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

高野 12月９日㈪13時～15時 高野支所

比和 12月５日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 12月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 12月19日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 12月19日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

高野 12月９日㈪13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 12月５日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 12月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 12月13日㈮13時～16時 東城支所 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　総領 11月29日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 児童福祉課あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

12月３日㈫・17日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
12月５日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
11月26日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
12月17日㈫13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 12月17日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 12月９日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210比和 12月３日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

心の健康相談 12月17日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

催　
　

し

庄
原
市
中
学
校　
　
　
　
　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
学
校
ご
と
に
課
題
曲
「
そ
よ

ぐ
風
の
中
で
」
と
自
由
曲
を
合
唱

し
ま
す
。
中
学
生
の
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
12
日
㈫

13
時
15
分
～
16
時

（
開
場
12
時
30
分
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

内
容

▼
13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

①
西
城
②
庄
原
③
東
城

▼
14
時
25
分
～
15
時
10
分

　

④
口
和
⑤
比
和
⑥
高
野
⑦
総
領

※
番
号
の
順
に
合
唱
し
ま
す
。

▼
15
時
15
分
～
15
時
30
分

　

地
元
コ
ー
ラ
ス

　

庄
原
女
声
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
テ

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

映
画
上
映
会　
　
　
　
　
　

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
２
」

　

日
本
で
２
０
１
４
年
に
公
開

さ
れ
、
全
世
界
で
“
ア
ナ
雪
旋

風
”
を
巻
き
起
こ
し
た
「
ア
ナ

と
雪
の
女
王
」。
待
望
の
続
編
が

完
成
。
命
が
け
の
妹
ア
ナ
に
よ
っ

て
、
閉
ざ
さ
れ
た
心
を
開
き
、
触

れ
る
も
の
す
べ
て
を
凍
ら
せ
て
し

ま
う
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
姉
エ
ル
サ
は
、
雪

と
氷
に
覆
わ
れ
た
ア
レ
ン
デ
ー
ル

王
国
に
温
か
な
陽
光
を
取
り
戻

し
た
。
そ
れ
か
ら
３
年
―
。
深

い
絆
で
結
ば
れ
た
ア
ナ
と
エ
ル
サ

の
姉
妹
は
、
気
の
置
け
な
い
仲

間
た
ち
と
平
穏
で
幸
せ
な
日
々

を
送
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
エ
ル

サ
だ
け
が
不
思
議
な
歌
声
を
聴
く
。

そ
の
歌
声
に
導
か
れ
、
仲
間
の
ク

リ
ス
ト
フ
や
オ
ラ
フ
と
共
に
旅
に

出
た
ア
ナ
と
エ
ル
サ
は
、
数
々
の

試
練
に
立
ち
向
か
う
。

　

11
月
22
日
に
全
国
公
開
さ
れ

る
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
２
」
を
、

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
庄
原
市
民
会

館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
22
日
㈰

上
映
時
間

10
時
30
分
（
開
場
10
時
）

14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

と
こ
ろ 　

庄
原
市
民
会
館  

入
場
料
（
全
席
自
由
）

【
特
別
鑑
賞
券
】

●
一
般　

１
４
０
０
円

●
３
歳
～
高
校
生　

９
０
０
円

【
当
日
券
】

●
一
般　

１
８
０
０
円

●
シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）　

１
２
０
０
円

●
３
歳
～
高
校
生　

千
円

●
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

千
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

庄
原
市
民
会

館
、
食
彩
館
ゆ
め
さ
く
ら
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
庄
原
店
、

ウ
イ
ル
西
城
、
東
城
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
、
道
の
駅
た
か
の

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

カ
ラ
ダ
・
コ
コ
ロ　
　
　
　

す
こ
や
か
フ
ェ
ス
タ

　

病
気
に
な
っ
た
り
持
病
が
重
症

化
し
た
り
す
る
こ
と
を
予
防
し
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
、
自
分
自
身
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

会
場
で
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
、
薬
の
相
談
な

ど
を
は
じ
め
、
健
康
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
や
飲
食
店
バ
ザ
ー
が
楽

し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
三
次
中
央
病
院
の

杉
廣
貴
史
先
生
を
お
招
き
し
、「
糖

尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
の
講
演
も
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
当
日
は
「
世
界
糖
尿
病

デ
ー
・
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
２
０
１
９
」
が
同
時
開
催

さ
れ
ま
す
。

と
き

11
月
17
日
㈰　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

庄
原
さ
く
ら
学
園　

学
園
祭

　

今
回
で
第
40
回
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
感
謝
を
込
め
て
抽
選

会
も
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

神
楽
・
大
道
芸
・
吹
奏
楽
・

ダ
ン
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ　

庄
原
さ
く
ら
学
園

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
８
８
４

広
島
県
退
職
校
長
会
庄
原
支

部
第
17
回
作
品
展
示
会

　

書
・
絵
画
・
陶
芸
・
工
芸
・
手
芸
・

写
真
・
華
道
・
盆
栽
・
文
芸
な
ど

の
作
品
展
示
、
芸
能
発
表
、
観
賞

者
に
よ
る
作
品
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

と
き

11
月
22
日
㈮　

13
時
～
17
時

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

10
時
～
17
時
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お知らせInformation

募　
　

集

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
12
月

２
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

公
開
講
座

　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
６
日
㈮

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

（
三
次
市
東
酒
屋
町
）

対
象　

健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
に

つ
い
て
興
味
の
あ
る
方

テ
ー
マ　

健
康
で
い
き
い
き
と
し

た
か
ら
だ
づ
く
り
～
簡
単
に
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
筋
ト
レ
～

内
容

①
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
筋
ト
レ
の
必
要

性
と
効
果
に
つ
い
て

②
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
筋
ト
レ
の
実
施

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

定
員　

15
人
程
度

申
し
込
み
方
法

　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
名
前
、
住

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

広
島
県
退
職
校
長
会
庄
原
支
部
長

田た
な
か中　

強
つ
よ
し

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
６
２
０

庄
原
市
人
権
講
演
会

　

元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
選
手
で

プ
ロ
野
球
解
説
者
の
大お

お
の野
豊ゆ

た
かさ
ん

を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。
講
演
に

先
立
ち
、
18
時
30
分
か
ら
「
人
権

作
品
表
彰
式
」を
開
催
す
る
ほ
か
、

会
場
ロ
ビ
ー
で
人
権
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

講
師　

大
野　

豊
さ
ん

演
題　
「
野
球
を
愛
し
、
人
を
愛

し
、
自
分
を
愛
す
る
。」

と
き　

12
月
５
日
㈭

19
時
～
20
時
45
分

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
に
よ
る

案
内
も
あ
り
ま
す
。

自衛官２次募集
～平和を仕事にする～

募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満 随時 受付時にお知らせします

　

陸上自衛隊　高等工科学校生徒募集（特別職国家公務員）　
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

高等工科学校生徒
（推薦） 中卒（見込み含む）

17 歳未満の男子

11月29日㈮まで 令和２年１月５日㈰・６日㈪
※いずれか１日を指定

高等工科学校生徒
（一般）

令和２年
１月６日㈪まで

1次：令和２年１月18日㈯
2次：令和２年１月31日㈮～２月
３日㈪　※いずれか１日を指定

　詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
　問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

広島地本 検索

奨学金制度説明会
　市教育委員会は、学習に意欲がありながら経済的
な理由などにより修学が困難な生徒や学生に対して、
奨学金貸付制度を設けて支援を行っています。この
制度の説明会を次のとおり開催しますので、令和２
年度での利用を検討している方はご参加ください。

（どの会場でも参加できます。予約などは不要です。）

問い合わせ　教育総務課総務係　☎0824-73-1182
　　　　　　または各支所教育室

地域 とき ところ
比和 12月２日㈪19時～ 比和支所１階会議室
高野 12月４日㈬19時～ 高野支所１階会議室

総領 12月４日㈬19時～ 総領支所南館２階第１会議室

庄原 12月５日㈭19時～ 市役所本庁舎３階防災対策室

口和 12月５日㈭19時～ 口和支所１階オープンスペース
東城 12月５日㈭19時～ 東城支所２階庁議室
西城 12月５日㈭19時～ 西城支所会議室

第
23
回
広
島
県
雪
合
戦
大
会

参
加
チ
ー
ム

と
き　

令
和
２
年
２
月
１
日
㈯　

12
時
～
・
２
日
㈰　

９
時
～

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

募
集
チ
ー
ム
数
（
予
定
）

○
一
般
の
部　

70
チ
ー
ム

（
日
本
雪
合
戦
選
手
権
大
会
を
目

指
す
Ｐ
リ
ー
グ
16
チ
ー
ム
／
雪
合

戦
を
楽
し
む
Ｆ
リ
ー
グ
48
チ
ー
ム

／
男
性
は
満
40
歳
以
上
で
競
う
レ

ジ
ェ
ン
ド
リ
ー
グ
６
チ
ー
ム
）

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

12
チ
ー
ム

（
選
手
は
女
性
の
み
）

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

12
チ
ー
ム

（
選
手
は
小
学
生
の
み
）

募
集
期
間

11
月
13
日
㈬
～
12
月
13
日
㈮

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）

一
般
・
レ
デ
ィ
ー
ス
１
万
８
千
円
、

ジ
ュ
ニ
ア
１
万
円

そ
の
他　
「
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー
グ
」

と
「
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
」
の
優
勝

チ
ー
ム
に
は
、
県
代
表
と
し
て
３

月
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第

７
回
日
本
雪
合
戦
選
手
権
大
会
」

の
出
場
権
と
派
遣
助
成
金
が
授
与

さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
高
野
支
所
地
域
振
興
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

第
３
回
し
ょ
う
ば
ら
鍋
‐
１　

グ
ラ
ン
プ
リ
in
雪
合
戦
出
店
者

　

高
野
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
広
島
県
雪
合
戦
大
会
」
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
お
い
し
い
鍋
の

グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
し
ま
す
。
自

慢
の
鍋
料
理
を
出
店
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
き

令
和
２
年
２
月
２
日
㈰　

11
時
～

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場
特
設
会
場

応
募
資
格

雪
合
戦
を
盛
り
上
げ
る
鍋（
汁
物
）

料
理
を
出
店
で
き
る
グ
ル
ー
プ

申
込
期
限　

12
月
２
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
４
１

FAX
０
８
２
４
‐
62
‐
０
９
５
４

「
庄
原
文
芸
48
号
」
作
品

　

次
の
と
お
り
庄
原
文
芸
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

庄
原
市
文
化
協
会
加

盟
の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

方
、
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方
。

募
集
作
品

①
詩
（
一
人
１
篇
）

②
短
歌
（
一
人
４
首
）

③
俳
句･

川
柳
（
一
人
６
句
）

④
写
真･

絵
（
一
人
１
点
）

⑤
小
説･

随
筆･

創
作･

ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
一
人
１
編
。

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
20
枚
程
度

ま
で
）

出
稿
料

　

原
稿
用
紙
１
枚
に
つ
き

１
５
０
０
円
、
以
後
１
枚
増
す
ご

と
に
５
０
０
円
、
21
枚
目
か
ら
は

１
枚
増
す
ご
と
に
千
円
を
加
算
。

31
枚
目
か
ら
は
、
１
枚
増
す
ご
と

に
２
千
円
加
算
。
写
真
・
絵
は

２
５
０
０
円
、
カ
ラ
ー
印
刷
の
場

※
出
店
に
は
い
く
つ
か
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

11
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
所
定
の

応
募
用
紙
に
よ
り
事
務
局
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

送
付
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
す
。
定
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
と
農
村
交
流
推
進
会
議
事
務

局
（
高
野
支
所
地
域
振
興
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

　

令
和
２
年
版
広
島
県
民
手
帳
を

市
役
所
本
庁
と
各
支
所
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
県
民
手
帳
は
官
公
庁

の
連
絡
先
や
統
計
資
料
、
生
活
情

報
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
県
内
文
化
施
設
の
割
引
パ
ス

ポ
ー
ト
も
付
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価
格

ポ
ケ
ッ
ト
版　

６
３
０
円

デ
ス
ク
版　

１
２
０
０
円 

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

そ  

の  

他

中
国
大
会

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

西
日
本
中
学
生
親
善
野
球
大
会

（
８
月
17
日・18
日
／
府
中
桜
ヶ
丘
グ

ラ
ン
ド
）

優
勝

三
和
ク
ラ
ブ
Jr.

横
谷　

天
星
（
高
野
中
３
年
）

川
内　

龍
哉
（
口
和
中
３
年
）

西
日
本
大
会

合
は
５
千
円
。

応
募
締
め
切
り

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
「
庄
原
文
芸
」

係　

林は
や
し　

武た
け
し志

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

第
41
回
中
国
地
区
大
会　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
７
月
28
日
）

●
少
年
男
子
組
手
競
技

優
勝

新
井　
　

蓮
（
呉
港
高
３
年
・
板

橋
町
）
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広告

そ
の
他

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

国営備北
丘陵公園
だより

　

本
年
で
25
年
目
を
迎
え
る
ウ
イ

ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
備

北
イ
ル
ミ
」。
自
然
の
地
形
と
樹

木
を
生
か
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
、
全
体
が
光
に
包
ま
れ
た
よ

う
な
空
間
や
奥
行
き
感
の
あ
る
光

景
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
各
エ

リ
ア
の
特
徴
を
生
か
し
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
楽
し
め
ま
す
。

　

期
間
中
は
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。　
　
　

点
灯
時
間

17
時
30
分
～
21
時

開
園
時
間

９
時
30
分
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で

※
期
間
中
の
毎
月
曜
日
は
14
時
開
園

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
＆
花
火
の
コ
ラ
ボ

　

満
天
の
星
空
の
下
、
打
ち
上
が
る

約
１
０
０
発
の
花
火
と
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
光
景
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き

期
間
中
の
12
月
21
日
ま
で
の
毎
土

曜
日　

19
時
～
（
約
３
分
）

ひ
ば
の
里　

影
絵
劇　
　
　

　
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」

　

絵
本
牧
場
ご
ん
ぼ 

寺
西
玉
実 

氏
と
県
立
広
島
大
学
生
の
協
力
に

よ
り
、
幕
に
映
る
影
絵
劇
が
楽
し

め
ま
す
。

と
き

▼
期
間
中
の
12
月
21
日
ま
で
の
毎

土
曜
日
（
11
月
30
日
を
除
く
）

▼
12
月
１
日
㈰

※
各
日
時
間
は
次
の
と
お
り

①
18
時
15
分
～　

②
19
時
15
分
～

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

備北イルミ
11月９日㈯から令和２年１月５日（日）まで開催！
　※12月31日㈫・令和２年１月１日（水・祝）は休園日

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
ス
テ
ー
ジ

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ウ
イ
ン

タ
ー
ソ
ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

な
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
光
景
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き

【
11
月
】

・
９
日
㈯　

上
木
ひ
ろ
み

・
16
日
㈯　

竹
弦
教

・
23
日
㈯　

佐
々
木
リ
ョ
ウ

・
30
日
㈯　

大
山
百
合
香
＆L

iL
i

【
12
月
】

・
７
日
㈯　

広
島
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　

マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
14
日
㈯　

B
e-being

※
各
日
時
間
は
次
の
と
お
り

①
16
時
30
分
～　

②
18
時
～　
　

③
19
時
～

と
こ
ろ　

中
の
広
場

写真はイメージです

スエムネグループ創業60周年の安心と信頼
㈱美幸～ビコウ～ 0120-66-1035

遺品整理・生前整理・出張買取
処分する前にお電話を！何でも買わせていただきます。

ぜひ【美幸～ﾋﾞｺｳ～】にご相談を。プライバシー厳守致します。広告

広島県三次市塩町2123-5

■まずは次の入会説明会へお気軽においで下さい。
    9月20日(金) 10月21日(月) 11月20日(水)
  12月20日(金) 1月20日(月)　  2月20日(木)　

■問合せ先／庄原市シルバー人材センター本所　事務局 
　　　　　　　　庄原市三日市町20-13　電話0824-72-1135

公益社団法人庄原市シルバー人材センター

会員
募集
会員
募集
会員
募集

特に草刈、剪定ができる方を
募集しています。
その他いろいろな仕事があります。

広告

いずれの日も午前10時からシルバー人材センター本所・各支所で行います。

第
30
回
広
島
県
シ
ニ
ア　
　
　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
６
月
１
日
／
東
広
島
運
動
公
園
）

●
剣
道　

65
歳
未
満
の
部

第
２
位

高
木　
　

保
（
東
城
町
）

●
剣
道　

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
部

第
２
位

田
淵　

秀
彦
（
西
城
町
）

●
剣
道　

一
般
の
部

第
３
位

福
留　

正
敏
（
西
城
町
）

第
68
回
備
後
地
区
生
徒
児
童

発
明
く
ふ
う
展

【
個
人
賞
】

庄
原
市
長
賞

井
元　

良
紀
（
高
小
６
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

水
田　

智
紗
（
東
城
小
４
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

石
川　

将
基
（
西
城
小
４
年
）

県
大
会

モ
ビ
コ
ン
特
別
賞

兼
利　

太
基
（
美
古
登
小
６
年
）

堀
江　

梛
睦
（
山
内
小
５
年
）

優
秀
賞

伊
達
穂
七
海
（
板
橋
小
１
年
）

長
重　

勇
文
（
山
内
小
６
年
）

石
川　

咲
友
（
西
城
小
６
年
）

【
団
体
賞
】

テ
レ
ビ
新
広
島
賞

庄
原
小
学
校

広
島
テ
レ
ビ
放
送
賞

西
城
小
学
校
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市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

11月・12月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

11 月・12 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　と　き　11月25日㈪「シルクストール・ハンカチ」
　　　　　12月９日㈪「自由作品」
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
　参加費　5,000円
▶展示・販売＆イベント
○庄原実業高校　庄実農業クラブ
　※学校で生産した農産物の販売
　と　き　11月 16日㈯・12月 14日㈯　10時～
○瀬戸内海産物特選市（音戸ちりめん、珍味など）
　と　き　毎週土・日曜日　10時～　※毎月開催予定
○干支展
　と　き　12月 12日㈭～２月３日㈪
○年末感謝祭
　と　き　12月 21日㈯～ 25日㈬

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
わら細工作品展・高齢者手作り作品展
とき　12月８日㈰～10日㈫　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和元年９月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３４，９９４人（前年比－７０２人）　
男　　１６，６４６人（前年比－３２８人）　
女　　１８，３４８人（前年比－３７４人）
世帯数　１５，５２３世帯（前年比－１３７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４３５人（前年比＋４３人）
○庄原地域　１７，８２０人（７，９３８世帯）
○西城地域　　３，３１３人（１，４１１世帯）
○東城地域　　７，５４４人（３，４９１世帯）
○口和地域　　１，９４８人　　（７９９世帯）
○高野地域　　１，７２３人　　（６６９世帯）
○比和地域　　１，３３８人　　（６０５世帯）
○総領地域　　１，３０８人　　（６１０世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

11月24日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
12月１日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

８日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
15 日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

と　き　11月25日㈪　12時15分～ 55分
ところ　市役所本庁舎１階市民ホール
出演者　藤

ふ じ い

井幸
さ ち こ

子（ソプラノ）、谷
たにぐち

口邦
くにひこ

彦（ギター）
演奏曲目　赤とんぼ、宵待草、ゴンドラの唄　ほか
▶藤井幸子＆谷口邦彦…日本の叙情歌、世界の愛唱
歌など心に響く歌を素朴なギター伴奏に乗せて歌
う。２０１６年からソプラノ＆ギターデュオでの活
動を始め、これまで「道後山、山のコンサート」　
「備北丘陵公園さとやま夢まつり」「三次ワイナリー
ワイン祭り」などのイベント出演のほか、福祉施設
や学校でのコンサート、自主企画のホームコンサー
トなどを行っている。
▶藤井幸子…愛媛大学教育学部（声楽）卒業。毎年
「Sweet Rose Concert ～大人の愉快な音楽会」を開
催し、好評を博している。安芸郡府中町在住。
▶谷口邦彦…クラシックギターを故長野文憲氏に師
事。現在はクラシックギターの奏法を基に幅広いジャ
ンルの曲をソロギターで演奏。川北町在住。

よくかんで
よくかんで

笑顔で食
べよう ひろしま給食

笑顔で食
べよう ひろしま給食

か
みかみすると、あたまやおなかの働きがよくなるよ！

　
よくかんで、みんなで健康になろう！

広島県教育委員会

ゴロゴロ
野菜の

みーそソ
ース

スパゲッ
ティ

優秀
レシピ

賞優秀
レシピ

賞

揚げ野菜のかみかみサラダ

優秀レシピ賞
優秀レシピ賞

広島いりこの塩バターキャラメルナッツ

優秀レシピ賞
優秀レシピ賞

「ひろしま給食100万食
プロジェクト」は、広島ならではの
給食メニューを開発し、
学校・家庭・地域が一体となって
食育を推進する事業です。

ひろしま
食育ウィーク
令和元年10月13日～19日

レシピ考案
前原 青依さん

（府中市立府中学園 第7学年）

噛みってる！
GoGo炒め

応募総数5,608作品から
選ばれました

応募総数6,786作品から選ばれました

広島野
菜の

ごろご
ろ

スープ

広島県

教育委
員会賞広島県

教育委
員会賞 からだにいい

かみかみをしよう！
からだにいい

かみかみをしよう！

10月19日 土  ひろしま食育の日

か
みかみ

か
み

か
み

か
み
か
み

か
みかみ

か
みかみ

広島県全体でおいしく食べる
100万食

給食メニューを学校で食べる
20万食

家庭・地域・社会で
みんなで食べる
80万食

最優秀レシピ賞

最優秀レシピ賞
か

ゴーゴー

最優秀キャッチコピー

三好 亜季さん
（竹原市立東野小学校 
  第4学年）

「食育」の取り組み

食育コーナー　  

問教育指導課 ☎ 0824-73-1184

　子どもたちに、生涯にわたり健全な食生活を実践する力を身に付
けさせるためには、幼少期の食生活が大きく影響し、食に関する興
味･関心を育てることも家庭の大きな役割です。市教育委員会は、
平成27年度から小中学校の「弁当の日」の取り組みを始め、各地域・
学校の実態を踏まえた食育を推進しています。
　庄原中学校区の小学校では、11月に統一して「弁当の日」を定
めています。取り組み内容は学校ごとに設定しています。このうち、
永末小学校の取り組みを紹介します。
　夏季休業中に全校児童が弁当作りに挑戦する取り組みを行ってい
ます。献立を考える、おにぎりを作るなど各自の目標を設定し、家
族の協力も得ながら弁当作りに挑戦しました。また、７月には家庭
科の授業で６年生が弁当作りを行いました。学校の学級園で育てた、
いんげん、トマトなども材料として用い、自分で考案した献立で弁
当を作りました。この学習を生かし、11月の「弁当の日」では、６
年生は自分が考案した弁当を作り、１年生から５年生は家族と相談
しながら弁当作りに取り組みます。６年生が作った弁当は、食育カ
レンダーとして製本し、各家庭や地域に毎年配付しています。

　この取り組みを通して、子どもたちに「食材への感謝の心」「地域
食材を知る機会」「家族への感謝の心」「家族の愛情」を感じさせる
ことを願っています。今後とも家庭でのご理解・ご協力と継続した
取り組みをお願いします。
　県教育委員会も、
平成25年度から「ひ
ろしま給食の日」（10
月19日）を定め、
地域の食材を生か
した開発メニューを
紹介し、県内で広く
「作って楽しい！食べ
て元気に！ひろしま
給食」を推進してい
ます。チラシは本年
度の応募作品から選
ばれたメニューです。
親子でぜひ「ひろし
ま給食」の調理に挑
戦してみてください。
そして、「弁当の日」
に一品加えてみてく
ださい。

ひろしま給食　チラシ

６年生の弁当作りの様子と自作弁当

只
た だ の は ら

野原遺跡土層断面図

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

　本館に展示している「只野原遺跡土層断面図」は、尾道・松江
線および「道の駅　たかの」の開発に伴って行われた「只野原遺跡」
の発掘調査によって確認されたものです。これは、その昔島根県
の三

さ ん べ

瓶火山（三瓶山）が激しく噴火し、その際に噴出した火山灰
が堆積して形成された火山灰層から採取したものです。
　三瓶火山（三瓶山）は、島根県のほぼ中央部に位置しています。
火山活動は約 10 ～ 11 万年前に始まり、約 3,700 年前まで７回の
活動期があったことが知られていますが、本館の土層断面図では、
三瓶浮

うきぬの

布火山灰層や三瓶池
い け だ

田火山灰層、三瓶雲
うんなん

南火山灰層が確
認できます。
　高野町では、三瓶山由来の火山灰が厚く堆積しており、丘の上
という立地条件により水に流されにくい環境にあったため、当時の
堆積状況が良好に残ったと考えられます。
　また、三瓶火山灰層の間に姶

あ い ら

良Ｔｎ火山灰層と呼ばれる地層も
確認できます。この地層は、約２万９千年前、九州南端（現在の
鹿児島県姶良市）にあった「姶良カルデラ」（爆発後の噴火口が
錦
きんこう

江湾＝鹿児島湾）が吹き上げた火山灰で、丹沢山地 ( 神奈川県
の北西部 ) でも発見されたことにより「姶良Ｔｎ火山灰層」と名付
けられました。
　南九州で広大なシラス台地を形成し、九州地方はもとより本州
のほぼ全域と四国地方の地表を覆った「広域火山灰層」として知
られています。
　このような層の中に、古

こ ど じ ょ う

土壌層と呼ばれる地表下に埋没した古
い土壌の層が３カ所確認できます。この層は、かつての地表である
ことから、人々の生活痕跡を含んだ「遺

い ぶ つ

物包
ほうがん

含層」の可能性があ
ります。今後、これらの古土壌層から人々の生活の痕跡が発見さ
れると、日本で最も古い人々の生活痕跡が見つかる可能性も出て
きます。

広報日記
▶10 月20 日、ふれあい東城まつりの取材に行って
きました。子どもたちの笑顔にほっこりしました。お
いしい料理もあり、食欲の秋を堪能しました。
▶10 月23 日、芸備線が全線で運転再開となりまし
た。同日、お祝いのセレモニーが開催されました。そ
して、期間限定で快速・庄原ライナーが運行される
とのこと。ぜひ利用してみようと思います。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　12 月９日（月） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

12 月
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　 庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

休暇村吾妻山ロッジ

所　庄原市比和町森脇 423-1
☎　０８２４－８５－２３３１
営　令和 2 年４月15日～11月中旬
休　11月 17 日から令和 2 年 4 月 14 日まで冬期休館
 P　あり

取 り 扱 う
市内産食材

皆さんへ一言
　鮮度はもちろん、旬を感じられる地元産

の食材を使用し、「庄原の味」が味わえます。

吾妻山の超軟水で育ち、その水で炊き上げ

た比和産のおいしいこしひかり米と一緒に

お楽しみください。

比和産こしひかり・山菜・比婆牛・
シシ肉・パプリカ・なば・ピーマン・
リンゴ・カキ・糸南京など

● 地産地消店舗として

432

休暇村
吾妻山
ロッジ

森脇
簡易郵便局 255

登録
第21号店

の
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